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項⽬ 内容
1.企業情報  業種︓ ⾷品製造業

 事業概要︓持株会社として、グループ全体の経営戦略の策定・
推進、グループ経営の監査、その他経営管理など
即席めん、チルド⾷品、冷凍⾷品、菓⼦、シリアル
⾷品、乳製品、チルドデザートの製造及び販売

 事業規模︓売上 4509億円(連結・2019年3⽉期通期)
従業員数 12,539名 (連結) 

2.削減⽬標
案

＜Scope１・２の削減⽬標と削減に向けた取り組み＞
 事業活動に伴う温室効果ガス（Scope１＋２）について製品

重量あたり原単位を2005年⽐で2020年までに30%削減
 対策︓⼯場での省エネ、機器更新、燃料転換、CO２低排出

電⼒会社へ変更など

＜Scope３の削減⽬標と削減に向けた取り組み＞
 Scope3の削減⽬標は未策定
 容器包装の軽量化やバイオマス化、モーダルシフト化、植物代替

⾁・培養⾁の開発
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項⽬ 内容
3.基準年の
GHGインベ
ントリ

 Scope１・２・３の2018年度状況  SCOPE1︓
236,743[tCO2]

 SCOPE2︓
179,000[tCO2]

 SCOPE3︓
3,654,612
[tCO2]
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項⽬ 項⽬
4.気候変動
によるリスクと
機会の分析

リスク
 カーボンプライシング等の規制強化により、CO2排出に係るコスト

の増加
 温暖化により海産物の調達価格が上昇するリスク

機会
 環境負荷の低い植物代替⾁・培養⾁の販売機会が増える
 ⾃社及びサプライヤーの省エネを⾏えば、⽣産や調達コストの削

減になる

5.削減⽬標
設定の背
景・⽬的・期
待する効果
など

 2020年度に策定する中期環境⽬標は、SBT基準をベースとし
てCO2削減⽬標（SCOPE1、２、３）を検討予定。
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項⽬ 内容
6.⽬標設定
のプロセスと
社内の議論

 経営層及びサステナビリティチームで2030年環境⽬標案につい
て度重なる議論をした。まとめた⽬標については、経営会議及び
取締役会へ上程される。

7.今後の課
題

 SCOPE1、2の削減コスト
 SCOPE3カテゴリ１の削減⽅法
 ⽣産現場でSBT⽬標の理解を得られるか
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